
7月3日（木）６年　當麻から世界へ當麻の魅力を伝えよう 

  7月3日（木）、當麻小学校にALTのバルン先生のご友人がいらっしゃいました。

そこで、當麻の魅力を伝えるべく、6年生が総合的な学習の時間に準備したプ

レゼンテーションを披露しました。  

　子どもたちは「當麻蓮座」「中将餅」「相撲館」「二上山」「首子古墳」「當麻

寺」「石光寺」「勝根・當麻のだんじり」「ちゃんこ鍋」「どっこい饅頭」の10

グループに分かれ、それぞれのテーマについて英語で発表しました。調べたこ

とや考えたことを要約し、翻訳し、自分たちの言葉で、そして身振り手振りを

交えながら、當麻への熱い思いを伝えました。 相手にアイコンタクトをしっ

かり取るため、暗唱するほど練習を重ねてきた成果が表れていました。プレゼ

ンテーション中、バルン先生のご友人は子どもたちの発表に熱心に耳を傾け、

楽しそうにクイズに参加してくださいました。  

　プレゼンテーションの後は、体育館で英語のみのドッジボール大会を開催！

言葉の壁を越え、体育館は大きな盛り上がりを見せました。  

　最後は、子どもたちが独自に作成したパンフレットを手に、実際に當麻の地

を巡っていただきました。今回の経験を通して、6年生は相手に伝わりやすい

表現方法や声の出し方、見せ方などを学ぶことができました。自分たちの住む

地域に誇りを持ち、その魅力を堂々と発信する子どもたちの成長は、本当に素

晴らしいものでした。これからも、子どもたちが様々な経験を通して大きく羽

ばたいていくことを期待しています！  
 
 
 
 
 

  
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


